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石狩川頭首工は直轄管理事業により職員自ら操作・管理を行っている。また、施設見学の希望

者は近年増加傾向にあり、一般者の他に管理や技術系職員、インターンシップや学生の研修の場

としても活用されている。今年度は新型コロナウイルス感染拡大の防止の観点から、十分な感染

対策を行い操作・管理を実施している。本報では、コロナ禍での石狩川頭首工の操作・管理の方

法及び研修の場における対応方策と課題について報告する。 
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１．篠津地区の概要 

 

 国営造成施設管理事業「篠津地区」は、石狩川頭首工

と篠津幹線用排水路（通称「篠津運河」、以下篠津運河と

いう）を一体的に管理することにより、江別市、当別町、

月形町、新篠津村にまたがる7,460haの農地にかんがい

用水を安定的に供給するとともに、5,969ha の農地から

の排水を安全に流下させるものである。（図－１） 

 石狩川頭首工は日本三大河川のひとつである石狩川の

下流部に位置し、堰長257m、ゲート高4.62mと全国最大

級の全面可動堰で、代掻期には最大37.49㎥/sのかんが

い用水を取水している。 

 また、篠津運河は石狩川頭首工から取水したかんがい

用水の他、計画排水量約 190.04 ㎥/s を流下させる延長

23.1kmの用排兼用水路で、排水の流末工は112カ所、敷

幅は14.7m、敷地幅は最大180mに達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．石狩川頭首工の管理 

 

（１）石狩川頭首工のゲート操作（写真－１） 

 石狩川頭首工は水利使用規則に基づく管理規程により、

河川水位を標高4.97mから標高5.37mの間に保ちつつか

んがい用水等の取水を行うとされており、河川流量の増

減等に応じて細かなゲート操作が必要で、夜間に操作を

行うケースも少なくない。 

 また、非かんがい期には篠津運河の水位を確保し、土

水路の断面を保持するため通年で取水していることから、

休日も当番制をとり 24 時間 365 日切れ目なく出勤し対

応できる体制をとっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 洪水時のゲート操作（図－２） 

 管理規程では、堰上げなしで計画取水位4.97mを確保

できる河川流量790㎥/sに達すると洪水時となり、洪水

吐・土砂吐ゲートは全開とするが、ゲートで堰上げた状

態から全開に至るには、放流限度量を遵守しながらの段

階操作に長時間を要する。このため、上流約22km（到達

まで約３時間）に位置する奈井江大橋地点流量から頭首

工地点流量を予測し、奈井江大橋の流量が480㎥/sに達図 – 1 国営造成施設管理事業篠津地区 位置図 

写真 - 1 石狩川頭首工全景 
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２） 団体来訪者の誘導と案内（写真－４） 

 令和元年度には、１団体で最大107名の見学者があっ

た。施設見学カ所で１度に100名超を受け入れるスペー

スは無いこと、見学時間が１時間と時間的な余裕がない

ことから、107 名を４つのグループに班分けし、３カ所

の見学・説明をローテーションで行うこととした。 

 また、支所職員は再任用、非常勤職員を含めても８名

（当日は１名不在で７名での対応）で、４班を効率よく

見学させるには職員全員での対応が必要となる。 

 各職員は持ち場と役割分担を明確にし、各場所の説明

者３名、見学カ所の誘導者２名、全体進行管理１名、事

務室管理１名としたが、頭首工の操作監視から一時的に

離れてしまうため、全体進行管理役は定期的に通常の操

作監視との二役を担い、操作が必要なときは管理棟操作

室の説明者と連携して対応することで不測の事態にも対

応できる体制とし、事前にシミュレーションすることで

当日はスムーズな行動がとれた。 

 見学場所は①石狩川頭首工堰柱、②管理棟操作室、③

管理棟会議室での概要説明を各々15 分程度でローテー

ションし、①石狩川頭首工堰柱では頭首工の役割や施設

の概要説明を２班（約50名）合同で一度に行い、②管理

棟操作室では施設の監視体制や操作方法についての説明、

③管理棟会議室では篠津地域の開発の歴史や篠津地区の

概要説明を各１班（約25名）ずつに分けて行うことで、

100 名超の人数を待たせることなく、ほぼ予定の時間通

りに終わらせることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研修・インターンシップの受け入れ 

 支所で実施している直轄管理事業は、全国でも５地区

しかない農業部門としては大規模な施設を職員が直接操

作を行う施設であることから、研修や職業体験、インタ

ーンシップ等の受け入れも毎年依頼がある。（表－２） 

表 – 2 視察・見学件数のうち、研修、インターンシップ等件数 

年 度 開発局内の研修等 
他の行政機関や 

民間企業の研修 

平成27年度 ４ １ 

平成28年度 ５ ５ 

平成29年度 ４ ３ 

平成30年度 ３ ４ 

令和元年度 ９ ３ 

令和２年度 ７ ２ 

 研修は主に開発局内の職員研修で、直轄管理事業や支

所の業務についての説明、施設の紹介が主なものとなる。

職業体験やインターンシップでは、中学生、高校生、大

学生が約半日から１日の日程で、施設の紹介から管理機

器類の操作、直営作業の体験を行っている。また、これ

以外にも学校の授業の一環での見学や、民間企業の研修

での見学も毎年依頼がある。 

 

 

４．新型コロナウイルス感染拡大防止対策について 

 

（１）支所の感染防止対策 

 令和２年１月末以降、新型コロナウイルス感染拡大防

止に向けて、庁舎の定期的な換気、共用箇所の消毒、ソ

ーシャルディスタンスの確保や分散勤務など各種対策を

実施することとなり、支所においてもこれら対策を行う

とともに、感染者や濃厚接触者が出た場合の対応方策を

検討した。特に支所では、頭首工の操作・管理を直営で

行っていることから、感染者が出て執務室の閉鎖や職員

の自宅待機があった場合、頭首工のゲート操作が不能と

ならない様な対策が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 執務室内のソーシャルディスタンスは、机正面側は間

隔を広げることで確保できるが、左右の間隔は広げるこ

とが難しいため、衝立を購入して個々の机間に挟み込み

直接の飛沫感染防止対策を行った。 

写真 – 5 支所の新型コロナ感染防止対策 

写真 – 4 施設見学状況（107名の来訪者） 

図 – 3 石狩川頭首工 視察、見学件数・来訪者数の推移 
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後の「新しい生活様式」に向けた取り組みについて」に

則った感染防止の３つの基本①身体的距離の確保、②マ

スクの着用、③手洗い（手指の殺菌）と「３密」（密集、

密接、密閉）を回避することとし、来訪者は極力少人数

での対応をお願いした。どうしても人数が多い場合は、

屋外又は換気のよい場所のみの案内とするなど３密を極

力回避する方法で対応した。（写真－７） 

 

 

５．おわりに 

 

 本報告では、直轄管理「篠津地区」の施設管理の一端

を紹介させて頂くとともに、コロナ禍での頭首工操作・

管理と施設の視察・見学、研修受入について紹介させて

いただいた。 

 コロナ禍では感染拡大防止のため出勤回避による少人

数での業務対応が求められた。 

 頭首工の操作監視は出勤者の対応と在宅勤務者のリモ

ートでのバックアップにより少人数であっても支障なく

操作が可能であることが確認できた。ただし、在宅勤務

者のバックアップには、自宅にパソコン等とインターネ

ット環境が必要となることから、現在はこれら環境が整

った者しか対応ができない。 

 また、維持管理では点検時のサポート体制を確立する

ことで少人数でも安全を確保しながら点検を行うことが

可能であることが確認できた。 

 点検は1人でも対応は可能であるが、目視点検、機械

調整、写真撮影など一連の作業には時間を要する。 

 今後は、ウェアラブルカメラやタブレット等による点

検時の記録や、ドローンの録画による事後点検などの

ICT 機器を使った更なる省力化についても検討していき

たい。 

 施設の視察・見学、研修受入は当初、来訪者の発症や

濃厚接触疑いで職員が自宅待機となった場合でも頭首工

の操作監視や維持管理、篠津運河の維持管理等の業務を

中断することが出来ないので当面中止としていたが、８

月以降近隣の施設や職員研修が再開したことから支所に

おいても受入を開始することとした。ただし、上記のと

おり通常の業務を中断することが出来ないため、不特定

多数の一般団体の見学は現在も見合わせている。 

 コロナ禍は依然として収束の目処が見えていないが、

今後も現在の体制を維持しながら、効率的な維持管理や

施設視察・見学、研修が行えるよう検討していきたい。 
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